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中北智久氏（社団法人日本医薬品卸業連合会元副会長）に聞く
特別企画　卸連合会 今昔物語

医薬品卸業界や卸連合会の歩みを振り返る「今昔物語」の２回目は、（社）日本医薬品卸業連合会の副
会長や医療用医薬品卸売業公正取引協議会会長などを歴任された中北薬品㈱の中北智久会長にご登場
いただき、（一社）日本医薬品卸売業連合会顧問の松谷高顕氏と語り合ってもらった。
中北会長は、「卸売一般販売業」が認められた薬事法改正やIFPW名古屋総会、仕切価制度と新薬価算
定方式の導入、厚生省経済課との意見交換のスタートなどについて振り返るとともに、医薬品卸として
提案することの重要性を強調された。

インタビュアー／松谷高顕　（一社）日本医薬品卸売業連合会顧問（東邦ホールディングス㈱）

平成25年5月22日（水）13：00～14：00／卸連合会応接室

自立の転機となった仕切価制度と
新薬価算定方式の導入

	 享保11年の創業
松谷　一昨年に中北薬品さんが社史「285年史」を
お出しになりましたが、ちょうど卸連合会も設立
70周年でした。
　中北薬品さんの創業は享保11年（1726年）と聞い
ています。また、製薬部門も買収などにより積極
的に拡大していったとも聞いています。300年近く

続いている会社はそう多くはないと思います。
中北　初代伊助が26歳のとき、奉公先の井筒屋油
店から、暖簾分けを受けて享保11年に名古屋城下
伝馬町で油業を始めたのが始まりです。２代目伊
助が薬屋から養子に来て薬業の商売を始め、その
後、薬種商が集まっている京町への移転を機に専
業となりました。薬との関わりはここから始まっ
たことになります。
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　４代目伊助まで井筒屋伊助を名乗っていました
が、明治８年の「平民名字必称義務令」によって平
民が名字を名乗れるようになり、５代目から中北
伊助と名乗りました。７代目（父親）の社長が昭和
25年に合名会社中北商店の卸部門に中北製薬株式
会社を合併し中北薬品株式会社と改称し、卸部門
と製薬部門が再び一体となり現在に至っています。

	 取引適正化小委員会初代委員長
松谷　会長はそのような中で昭和46年に８代目の
中北薬品社長になられて、卸連合会との関係を持
たれました。昭和47年に取引適正化小委員会がで
きたときに、その初代の委員長に就任されたとお
伺いしているのですが。
中北　私が中北薬品に入社したのは昭和33年でし
た。先代の社長が昭和46年に亡くなって、そのと
きに常務だった私が社長に就任しました。私が40
歳のときでした。代々「伊助」を襲名していまし
たが、私は襲名しませんでした。現在の社長は９
代目になります。
　先代が、昭和29年に卸連合会が発足した当時か
ら副会長を務めていた関係で、私も比較的若い頃
から卸連合会に関わっていました。
松谷　この年に厚生省が医療用医薬品の販売適正
化処置要綱という局長通達をメーカーと卸に対し
て出したので、卸はその対応のための委員会をつ
くったのだと思われます。
中北　あまり詳しくは覚えていないのです。ちょ
うどうちの社長が亡くなって、愛知県卸の理事に
なって、それであっちやこっちをやってくれとい
うことになって、当時は本当に多忙でしたから。
松谷　販売適正化といっていますが、その頃の商
売はどんな感じだったのですか。
中北　前年の昭和45年12月に添付販売廃止通知が
出て、添付行為やその類似行為を監視するため各
都道府県に適正化委員会が設置されるなど販売姿
勢への監視が強まりました。その当時、例えば100
万円の売上があると添付が90万円で正味10万円に
なった商品もありました。同時に、医療機関から

の値引き要求が強くなってきていました。この頃
は、保険医の総辞退、消費者運動の影響による需
要の減退、資金繰りの問題などもあって、とても
厳しい時期であったように思います。
　ただ、そのあたりは渡辺会長が進めていました
ので詳しくは分からないのです。中北薬品の社史
はありますが、社史には会社のことは載っている
けれども、業界のことは書いていないから分から
ないですね。昭和52年に発刊した「250年史」も、
今回の「285年史」も業界のことは書いていないの
で、自分の記憶しか頼るものがないのです。
松谷　添付販売があっての薬価調査でしたから、
それは実際の正味価格と薬価調査上に現れる数字
の違いというのは、問題になるのは当然だと思い
ます。
中北　昭和47年に、委員会活動の強化を目的とし
て総務、財務、流通対策、情報の４つの常設委員
会が設置されました。その流通対策委員会の中に
取引適正化小委員会ができたのですが、当時、大
変厳しい経営を強いられていることから、経営合
理化の問題でスタートしたように記憶しています。
会員会社にアンケートを実施して、人件費だとか
の経費率やグロスマージンの比較、経営実態の集
計などが委員会活動の中心でした。なかなかアン
ケートが集まらなくて苦労しました。
　また、メーカーさんに「メーカーから見た卸の
現状とあり方」についてのアンケートを行い、委
員会で検討・分析したものを小冊子にしたことを
憶えています。その頃マージン率や売差などを集
計・報告していたら、あるメーカーさんから「困
る。やめてくれ」と卸連合会に申し入れがあった
のです。そんなことを言うなら、もうちょっとマー
ジンを増やせばいいじゃないかと思いました。そ
のメーカーさんが当社に対して取引を停止すると
言ったらしいのです。その話を私のところではな
く渡辺会長のところに言ってきたのですが、渡辺
会長が「冗談じゃない。これらの報告は卸連合会
としてやっているのであって、個人の話ではない」
とそのメーカーさんに抗議したのです。おかげで
なんとか収まりました。
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　その頃、アメリカのOTCの場合はグロスマージ
ンが15.5％で決まっていたのです。リベートも何
もなし。アメリカは15.5％だから日本卸も15.5％で
なければいけないというような話がありました。
副会長を務めていた鍋林の島幸太郎さんが海外へ
行って様々なことを調べてきて、それらを発表さ
れるわけです。それに従って委員会ができました。
何かやろうではないかということでした。
　また、同じ頃、医療費改定で処方料が500円になっ
て処方箋発行の機運が急速に高まってきました。
日本薬剤師会からの要請もありましたが、医薬品
卸としての統一的方針を立てる必要があるとのこ
とで医薬分業検討委員会が新設され、この委員も
務めていました。

	 医薬品卸機能改善委員会の設置
松谷　その後、医薬品卸機能改善委員会ができて
いますね。
中北　昭和55年に厚生省が設置した学識経験者に
よる医薬品流通対策研究会が57年に公表した「流
対研報告」で、私たち流通に関わる数々の問題点
が指摘されました。流通活動の効率化、流通活動
のシステム化、取引条件の改善などが主な項目で、
卸業者のあるべき姿を具体的に行政側から示され
ました。
　この報告書を受け、昭和57年８月に医薬品卸機
能改善委員会が設置されました。ですから、この
委員会は、卸経営の改善ではなく医薬品流通の改
善を検討することが目的でした。流通活動の効率
化、流通当事者間の取引条件の改善や競争ルール
の確立、医薬品産業のあり方の検討などについて
協議し、実施計画を策定しました。千秋薬品の青
山さんが委員長で、私は委員として参加しました。
そのときは、「卸の数が多すぎる」と言われました。

	 医薬品卸業界初の国際会議
松谷　卸連合会は、過去からそのときどきで課題
は異なりますが、流通改善に取り組んでいるわけ

ですね。
　ところで昭和51年11月に世界卸・IFPWが発足し
ました。その後、日本でもIFPW総会を開催するこ
とになり、昭和58年に第４回京都総会が開催され
ました。これが医薬品卸業界では初めての国際会
議となりました。日本もあの頃は卸企業の数も多
くて600くらいありました。だからあのような会合
のときは、大勢の卸の人たちが出席していました。
そういう意味では昔は卸さん個々が親しくなった
りしました。そういうのがだんだん少なくなった
というか、昔が懐かしいという思いがしますね。
中北　IFPW京都総会には全国から多くの卸の皆
さんがみえていました。世界から300人以上が参加
したと聞いています。名古屋でIFPW総会を開催
したのがさらに10年後ですね。確か第９回総会で、
平成４年だったと思います。あのときは総理大臣
をされた海部俊樹さんに講演者で来てもらいまし
た。鈴木愛知県知事や西尾名古屋市長にも挨拶し
てもらいました。
松谷　その節は大変お世話になりました。特に会
長には「行事運営委員長」として大会を仕切ってい
ただいた他に、開催地の愛知県や名古屋市にいろ
いろ働きかけていただきました。
中北　あの大会ではハッピをつくって出席者の皆
さんにお渡ししたのです。そのときにハッピの背
中の図柄に名古屋城を描き、歓迎は阿波踊りにし
たのです。阿波踊りは外国の方も喜んで踊るで
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しょ。また、そのときに外国人の方に名古屋の薬
祖神（少

すくなひこな

彦名神社）にお参りにも来ていただきまし
た。メーカーさんにも大勢きていただいて、参加
者は世界21か国、800人規模になったと記憶してい
ます。IFPW始まって以来の多数の参加者だったと
聞きました。
　また、この総会は愛知県と名古屋市から補助金
をいただいたので、一切の広告をなくし、講演会
は会費制にしたのです。そんなわけで、メーカー
さんにも大勢集まってもらったのです。アメリカ
の事務局は広告を出して広告のリベートで飛行機
の切符代を取りたかったらしいのですが、駄目だ
と言って勝手にこっちが決めてしまったのです。
その代わり、講演会の切符を売らなくてはならな
くなったのですが。
松谷　変な話ですが、名古屋の皆さんが大変苦労
されたのを知っているから、今度は東京だとか他
の地区でやろうかという発想が出ないのです。ア
ジアが当番になったときには、中国や韓国が手を
挙げてくれるから日本には回ってきません。メー
カーさんに参加者募集の協力をしてもらっても、
実際に開催したら相当大変だと思います。

	 昭和53年に公益法人化
松谷　話は変わりますが、卸連合会はベルリンで
開催された第１回IFPW総会の翌年の昭和53年に

公益法人化をしましたね。当時はどうだったので
すか。
中北　あれは九州の吉村さん、鈴木さん、松谷さ
ん、岩城さん、それから鍋林の島さんなどで、私
たちは皆さんについて回っただけです。随分前か
ら法人化の話はあったようですが、その当時は薬
事法の改正要求の問題から「任意団体では駄目だ。
公益法人になってもう少し一般的に認めてもらわ
ないといけない」という主張や雰囲気が強くなっ
ていました。しかし、できてみると何となく反応
が良くない。でも、法人化したことは悪くなかっ
たのではないかと個人的には思っています。ただ、
公益法人として認められたのだけれど、一般的に
はあまり認められた団体の格好になっていないよ
うに思いました。
松谷　あの当時に聞いた話ですが、公益法人にな
るときの条件が薬価調査の協力だと厚生省から言
われた。その意味では、行政に自分たちの生デー
タをパッと渡すこと自体は反対だと、そういうご
意見の方も結構いらしたようですが。
中北　当時、そのような意見も結構ありましたね。
私もそう思っていましたが、私的団体ではなく法
人化した方が良いということになっていったので
す。しかし、薬価調査の生データを渡すリスクと
いうより、やはり社会に対して団体を認めてもら
わないといけないという思想と、それを前提にし
て薬価調査にも協力しようかということの２つの
目的があったのです。だけど公益団体になったけ
れどあまり変わらなかったな、というのが私の率
直な印象です。
松谷　私たちはその後の卸連合会の運営の中で、
卸連合会が法人化していたから厚労省の流通に関
する様々な委員会などに正式なメンバーとして出
席させていただけているのではないかと思ってい
ます。最初は参考人の場合もありますが、メンバー
として入れてもらうケースが増えています。
　また、そういう機会にお得意さんである医師会
や薬剤師会の方々と正式にお話ができるように
なったこと自体は、先達の方々がやってくださっ
たお陰だなと思っていました。逆に言うと、他の
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団体の方で、例えば、検査薬などの会社から「我々
も公的医療保険制度の中で仕事をしているのだか
ら意見を聞いてもらいたいのだけれど、我々では
なかなか指名してもらえない」という話も聞いた
ことがあります。
　いずれにしても、医療用医薬品は公的医療保険
制度の枠の中でいろいろなものが決まっていくの
で、そういう意味では行政との関わりとか政治と
の関わりとかは、どうしても一般の流通業よりは
るかに重要になるのではないかと思います。会長
のところみたいに地域できちんとした組織を協同
組合として持っていらっしゃる県の方が、やはり
県の行政に対しては大変いいし、同時に県立病院
とかいろいろなものを含めて医療、薬事行政は県
単位というのが多いですから、ワクチンの問題に
しても対応しやすいのではないですか。
　先日の鈴木彦治元副会長の対談を聞いていると、
国の結核薬の共同購入とかの問題は、問題自身が
中央と地方の間の利害関係にあるとか、ご自身の
持っている商圏を国の一括購入になったらなく
なってしまうわけですから、そういう意味ではあ
のときは大問題だったとお話しされていましたが。
中北　あの頃は地域の卸の数が多かったから、大
きい問題にできたのです。数が集まると行政も弱
いのでしょう。規模の大小ではなく数が問題です
から。一時期、愛知県で薬務課がなくなる話も出
ましたが、団体で申し入れて残ることになりまし
た。
　話は飛びますが、倉庫から出荷するところで伝
票が出ますが、厚生省の監視課長がそれを見て「管

理薬剤師は全部にチェックの印を押せ」と言われ
ました。薬剤師の数も少ないのに全部にチェック
の印を押せとはとんでもない話だ。そんなに卸が
薬剤師を採用できるはずがないし、コストもかか
る、それは不可能だと抗議しました。
　また、ずっと後ですが、代表卸が頭になって商
品を病院に代納するような方式があって、代納し
たすべての卸に同じリベート率をかけて課税をし
てきたのです。なぜかと調べたら、それは国税庁
の通達なのです。建設業界に対しそういう通達が
出ているのです。それがすべての業界に対して右
へならえ、という言い方なのです。医薬品卸とし
ては聞いていないし、それに代納で課税されるの
はおかしいと、国税庁に異議申し立てをしたら治
まったのです。それ以降代納はしないと申し入れ、
課税された卸に対しては、税金がその後全部還付
されました。

	 欧米への視察団
松谷　中北会長が卸連合会の活動の中で印象的
だったこととか、これがあのときにできていたら
良かったとか、いろいろなものを含めて想い出を
語っていただけますか。
中北　当時の連合会には個性豊かな、人生経験豊
富な方が大勢いました。副会長を務めていた人た
ちにもそれぞれの特徴があったのです。例えば、
鍋林さんは経営の問題、吉村さんは政治の問題、
お宅のお父上は公取の問題、それぞれ主張を持っ
ていました。いまはあまり特徴的な主張みたいな
ものがないような気がします。そういった点では
いろいろな逸話があり、当時の方が楽しかったよ
うに思います。
　連合会としては公式にアメリカ訪問をしていな
かったけれど、当時は鍋林さんから卸連合会とし
て行ったらどうだと提案があり、九州の吉村益次
さんを団長として、15、16人ほどでアメリカとヨー
ロッパに行きました。流通経済研究所の田島義博
専務理事がコーディネーターで、それが卸の全体
で見学に行った最初なのです。
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松谷　私はその流通経済研究所が卸連合会と関係
されてから、我々にも勉強会のツアーの案内をも
らって第１回目アメリカ流通調査ツアーに参加し
ました。
中北　そのときも鍋林さんが自分で行かれたとこ
ろをピックアップして同じ所へ行きました。ベー
リンガーに行ったとき、卸の選択の問題があると
言ったのが、現在の姿です。非公式ではあります
が認められた日本卸の視察団は、それが最初とな
りました。
松谷　その後、昭和54年ですが、卸連合会はハー
バード大学のケイディさん、マックパイプ社長の
スペーリーさんを招き、東京と大阪で講演会を開
きました。あの頃はアメリカから学ぶことが多かっ
たですね。ヨーロッパの卸さんとは世界卸会議で
は良く会っていましたが直接的なつながりはなく
て、アメリカが多かったと思います。

	 悲願だった薬事法改正
松谷　ちょうどその頃は、薬事法の改正で一般販
売業から卸売販売業を分離する提案や法人化の問
題などいろいろなことがあったようです。昭和55
年の改正薬事法で、「卸売業」の名称が初めて明文
化されて「卸売一般販売業」として正式に認められ
たのですが、その前は一般販売業の中のただし書
きのような形でした。
中北　横棒でつながったような感じですが、実は
それが一番大きかったようです。それが基になっ
て改正薬事法が成立した。それが付いていなかっ
たら駄目だったかも知れませんね。あの当時は常
にその問題が出たのです。卸が独立していないと
言われて。現在の政治連盟があるのも、業界で政
治力が必要だということでできました。薬事法の
改正は医療用医薬品卸業界の悲願でしたね。
松谷　もう１つ、昭和56年に行われた、いわゆる
卸とメーカーの間の合意８項目のあと、公取委か
らの立入検査や聴取があり、我々も独禁法を勉強
しなければいけないことになりました。確か「公
正取引法研究会」という委員会だと思いますが。

そのあたりのところはいかがですか、私は現場に
いなかったので良く分からないのですが。
中北　私たちもそこまでする必要はない、あまり
難しいことをしない方がいいではないかと、むし
ろ逆のことを言っていました。そこまでやっても、
結局最後のところは良心の問題になってしまうの
で、あまり深入りをしないようにという話はして
いました。

	 仕切価制度と新薬価算定方式
松谷　日米構造協議などで独禁法の適用強化とか
を持ち出されて、結果として行政が「もっとしっ
かりやりなさい」ということになったのですね。
その後、卸連合会は公正競争規約案を作成し、公
正取引委員会に申請を行い、公聴会において賛同
を得て「公正競争規約」が認定されたのが昭和59年
でした。メーカーの価格関与を禁止するというこ
とから、平成４年に仕切価制度の導入がありまし
た。同じ平成４年に新薬価算定方式（Ｒ幅方式）も
導入されました。私はあれが薬業界、流通の上で
はものすごく大きく影響したと感じているのです
が、いかがですか。
中北　そうです。もともとその問題があったので
す。経営改善の話のときも「卸が自分で値決めし
なくて商売するのはおかしい。我々が値を決めよ
うじゃないか」という話がありました。そういう
のが経営改善の中の１つの課題だけれども、大き
いテーマにならない。そういう制度になってしまっ
ているからそれが当たり前でしょう、という感じ
になっていました。
　厚生省からは「卸の将来ビジョンだとかをつくっ
て、卸が自立性と経済性と社会性と、こういうも
のをきちんと意識しないと本当の卸として認めら
れない。いままでメーカーが行ってきたことを自
分たちでやらなければいけない」と言われました。
私たちは自分たちで自主的に決めることはあるべ
き姿だと喜んだのです。その結果として価格競争
やメーカーのコントロールが効かなくなって、再
編に進んでいったり、分業が進んでいったりとい
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うのも、そこが１つの契機になっているのですね。
松谷　会長が公取協の会長をなさった頃は、公取
といろいろな規約の問題とかがあったのですか。
中北　結局問題になったのは、卸企業と卸連合会
と公取協の関係です。本来は一緒だと思うのです
が、一緒は駄目だということで、その線引きで本
当に困っていたのです。課題は課題としてどこま
で駄目か、結局、適当な話になってしまう。当時
は医療用医薬品メーカーの公取協とも定期的会合
を持ったりして一緒に進めていました。メーカー
のテーマが出てくると我々も一緒にやる。卸公取
協が単独でやるというのはないのです。メーカー
の公取協でこんなことが決まったので卸公取協も
追随します、というのが当時は定着していました。
松谷　現実的に数字だけで言えば、あの平成４年
の新仕切価制導入の前は、卸の平均のグロスマー
ジンは12％ほどあって、経費率が10％だったのが、
いまの平均値でいうと利益は半分近くまで落ちて
いるし、経費も削減されてはいるが、利益とそう
変わらない現状では赤字になってしまう。それ以
上に経費を抑えなければならないという意味で
いったら、卸業界については大変な結果になって
います。
中北　結局、新仕切価制は卸にとってプラスだと
思ったが、そうとも言えないということですね。

	 厚生省経済課との意見交換
松谷　いまの卸の規模になってもあれだけのグロ
スマージンが取れていたら、相当大きな利益が出

ますが、とてもそうは問屋が卸さないですね。
中北　本当に難しいと思います。しかし、戻るか
というと戻るわけにはいかない。そんな中でやっ
ていかないといけません。
松谷　戻るというよりも、本当にもっと卸が知恵
を絞って提案できるといいのですが。昔のほうが
よかったでは済まないですから。
中北　昭和56年に18％も薬価が下がり、従来どお
り大きな薬価差を求める医療機関と、薬価引下げ
の影響を極力抑えようとするメーカーの間に挟ま
れた私たち卸企業は、納入価をめぐって全国各地
で大変混乱しました。
　昭和59年にも17％近い薬価の引き下げがあり、
名古屋での東海地区会に当時の厚生省薬務局経済
課長だった大西孝夫さんに来てもらいました。そ
のときに、「この薬価改定はひどいのではないか」
と言ったら、彼は「ひどいのではなくて、意見を
出してもらい、それに応えるのが俺の立場です。
意見もなしにやってくれというのは間違いですよ」
と言っていました。そのときはメーカーも業界の
新聞社も呼んだのです。新聞はあまりにも変な情
報を出すので、途中から止めました。
　渡辺会長は欠席承知で、名古屋のメーカーが参
加して大西さんと卸とで制度の問題を会談しまし
た。そのときから、厚生省の方が地方へ行って年
に１回行う懇談会がいまも続いています。これが、
卸連合会の全国各ブロックと厚生省薬務局経済課
との意見交換会のスタートになっているのです。
松谷　そのようですね。確かに卸の法制化の後に、
卸企業の数が多かったので地方の意見収集のため
に地区意見交換会だとか厚労省が出かけていった
というのが、卸業誌、社史を見ると出ています。
あの当時は常任理事会も持ち回りで様々な場所で
開催したようですが、皆さんの懇親の場にもなっ
たのではないですか。
中北　そうです。当時はやはり卸連合会の流れと
地方の卸企業の流れが離れている場合や、市場の
違いが大きかったこともあり、そういうところで
懇談会があると互いに実態が分かるのであちこち
へ行ってよかったと思います。ちょうど卸の数も
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多かったし、いろいろな意見が出ていました。
　だから、そういう面でいうと、いまはもう形が
落ち着いた感じがします。公取問題でも大きな問
題はなくなってきて、ある程度適正化されてきて
いました。そういう点で、いまの業界は悪くはない、
安定してきたと感じています。
松谷　私が初めて地方を回ったのは、兒島誠保さ
んが副会長になられた平成元年に消費税が導入さ
れ、消費税の説明を卸連合会の中でやっただけで
は駄目だとなりました。消費税対策委員会が中心
となって各地区を回れということで、熊倉貞武さ
んが委員長だったのですが、私も委員でしたので
いくつか割り当てられて兒島副会長と一緒に回り
ました。特別に消費税の転嫁カルテルを認めても
らったのですが、このカルテルが第１号であった
ためマスコミに取り上げられて大々的に報道され
たのを覚えています。その説明と医療機関や薬局
への説明の仕方を教えて回りました。

	 いかに提案するかが課題
松谷　話は変わりますが、昔はメーカーさんの中
にも大きい影響力を持った人たちも大勢いました
ね。例えば、武田の営業本部長だとか三共の営業
部長だとか、その人の個性が出ていました。
中北　昔は製薬企業に対する提言の場としてメー
カーと卸の懇親会もありました。20社くらいあっ
て東京と大阪で別々に行っていて、大阪で行われ
たときに私が出席したこともあります。塩野義さ
んの社長と藤沢さんの社長と武田さんの社長がい
て、いろいろな質問をするのです。藤沢さんや塩
野義さんの社長は一生懸命説明されるのです。武
田長衛兵さんは、「うちは木村くんというのが番頭
におりましてみんな任せてあるから、わしは知ら
ん」と、こういう素晴らしい人もいらっしゃいま
した。確かに当時は木村常務が仕切っていたよう
に思います。昔でいうと番頭格最高の人で大変面
白いのですが、非常に厳しい人でした。卸業界で
も木村さんの真似のような話をしている人もいま
した。いまはそういう感覚の人はあまりいないで

しょう。
松谷　そういう意味でいえば、行政においても我々
の立場からすると、経済課長にきちんと現場での
状況説明ができるかが大切ですね。
中北　私も昔、厚生省の大西課長に言われた言葉
がいまでも記憶に残っています。「卸さんもいい意
見を出してください。意見もなしに、ただ我々に
やってくれというのは間違いですよ」と言ってい
ましたが、卸にとっても提案というのが大きな課
題ですね。我々に何か案があるかというと、なか
なかいざというときにはなくて。それで困ること
があるが、そういうことを厚労省の課長がパッと
言ってくれると、こっちも考えるけれども、そう
でないとうっかりずっと未解決でいってしまいま
すから。
松谷　そういう意味では、いま、卸連合会の卸問
題検討委員会というところは、企画力があって制
度論までよく知っている若手の人たちが中心に
なってやってくれています。私なんかは、しばら
く流通改善懇談会の委員とか厚生労働省関係の会
議に出ていますが、ほとんどそういう人たちを頼
りにしています。彼らの手助けがないと、とても
やれなかったと思います。
中北　やはりいつの時代でもそういう人たちは組
織にとって必要ですね。
松谷　中北会長、大変お忙しい中を卸連合会まで
お出かけしていただき、様々なお話を聞かせてい
ただきました。本当にありがとうございました。


